
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある組織が３月１４日の会社回答を受けて書いた見解で、「ＪＲ東労組は『新生ＪＲ東労組

運動宣言』に謳われている健全な労使関係を哀願しているにすぎません」と、ＪＲ東労組が

春闘において会社にすり寄り、たたかっていないかの如く描いています。 

 

しかし、見解を出した組織は回答を受けた同日に妥結・・・ 

 

 
 

 

 

 

 

ある組織が３月１４日の会社回答を受けての情報において、「２０２１年度失われた係数２

が盛り込まれてのベースアップ」と、係数２を取り戻した成果を勝ち取ったかの様に書いて

います。しかし会社は係数２の別途支給に関して「総合的に勘案」と述べ、ベアに盛り込む

回答はしていません。 

そもそも係数２を取り戻したとすれば、 

２５００円しかベアを勝ち取っていません！ 
※主任職１等級の所定昇給額 5,900円の「係数 2」＝3,000円と換算し、改定額 5,500円から 3,000円を引く 

本当に会社がそのように回答したのでしょうか？  組織に所属する社員は本当に納得していますか？ 
 

働く者の現実を直視し意見を集め、掲げた要求根拠を

明らかにし、団体交渉の回答結果をもとに意見や感想

を出し合う２３春闘を創っているのはＪＲ東労組だ！ 
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満額回答勝ち取るぞ！ 


